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入れることを可能、 もしくは困難なものにするのか。そ して死 を受け入れ られ
ないことが、どういう意味でこの物語全体にある特定の構造を与えているのか。
これらの問いに答えていく端緒 となるのは、ヴォルデモー トVoldemortの振 る
舞いについての違和感からとなる。
そもそもの始 まりから、ヴォルデモー トが幼いハリーHarryの命を狙 った事
には不 自然さが存在 している。ハ リーがまだ赤子であり、 さらに言えば、自分
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ついて共同体から必ずしも自動的な承認を得られもしないという意味で、常に
一定の不安を生 じさせるものである。強制力として働 くそのような伝統の影響





た些細な不安に対 して、ヴォルデモー トが泰然 とした態度が取れなかったとい
う事が、彼が抱える根深い心理的問題を示 しているように思われる。
結果として最初 にハリーを殺そうと企てた際自ら意識することがないまま、
ヴォルデモー トは新たな魂の保存場所 を生み出すに至る。ハ リーはもともと
ヴォルデモー トを滅ぼす力を持った存在だったのではなく、ヴォルデモー ト自
身の行為によって致命的な存在とされたのだと言える。日記や指輪や王冠とは
異なり、大蛇を除けば意識 と肉体を同時に持った唯一の魂の置 き場 としてのハ






なる。何故ならこの物語の大 きな構造を作 り上げているのは、 この不安だから
である。ハリーを最初に殺そうとしたこと自体が、既に述べたように、その不
安の兆候である。物語はヴォルデモー トによる自身の魂の分割と、その分割さ
れた魂の破壊による彼の破滅 という構造 を有 していると見なすことが出来る。


















いると解釈することが可能である。また その実際のあ りようは、綴 りには現れ
ないcrackという音のなかに暗示されているかも知れない。この暗黒の禁 じら
れた魔法は、文字通 り物語の構造上の最大の 「核心」である。即ちハ リーもヴォ
ルデモー ト自身も知 らぬまま、そして長 く読み手にも伏せ られたまま、ハ リー
とヴォルデモー トの存在に深 く関わる問題が、この作品の画布の表面を横切っ
て存在 していた。ハリーが、実質上ヴォルデモー トの魂を保存する装置 となっ
てお り、それ故にハ リーが死ななければ、ヴォルデモー トを完全には滅ぼすこ
とが出来ないという事態が物語の初めから存在し続けてお り、通常の読み手は
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survive.(DH554)
最後に明かされるこの秘密によって、それまで不可解と見えた多 くの謎が説




るべ きかあれほど迷い苦慮 したあげくハ リー自身の意志 を参考にしたのか(FS
91)。ハリーが何故蛇の言葉を操る事が出来たのか。何 より何故ハリーはヴォル


















て命を賭 してまで守 られたハ リーの場合 と彼の生い立ちには、決定的な対照が
存在する。あらゆる防御がはぎ取 られたヴォルデモー トの出生環境が、彼 とい





















ま、世界に放 り出されるに等 しい。養護者 との密接 な関係において醸成 される











の父親への恨みと軽蔑がヴォルデモー トを捉 えていく。その結果、彼は トム ・
























る世界を根底か ら不安定にするからである。スネイプは裏切 りが発覚 した為で







て経験 した弱さとの結びつ きを根絶 しなければ、本当の安心は訪れないのかも
しれない。そのため基本的に皆が自分 と同質の力を有する魔法の世界において
は、自身の優越性を絶対のものにするために、禁断の魔法に手を染めざるを得

















たさほど悪 くないとい う誰弁を弄 し自分を納得させようとする。ハ リーの持つ
魂の統合性、それに対 して優越することの出来ない分割されたヴォルデモー ト
の魂。道徳的な視点から見たとき、統合 と分裂についての評価は、バルス トロー

















弁を一顧だにしない純粋で果断な態度を示 してバルス トロー ドを驚かせる。お
ためごか しにバルス トロー ドから示唆される母親に与えられるはずだったお金
の受け取 りを彼は毅然 としてはねつけるのである。功利主義的な分割は堕落し、
生 き生 きとした統合された全体を超越できない。分割は堕落への道であり、生
命 としての豊穣 さを失って、有機性 を失った存在 という意味での死を連想 させ
る。この場合の死 とは、本当の意味で生 きているとは言えない という意味での
死である。ヴォルデモー トが安心を得るために自らの魂を分割 したとき、彼は
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て過剰に反応させる生に対 しての不安こそ、この作品の重要な関心事である。













要もな く、彼の支配を脅かすかも知れない存在を葬 り去る必要 もなく、従って
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だったという事である。このような想像 をめ ぐらすのは、ヴォルデモー トの実
際の自己成型の持ついびつさに注目するためである。
彼は上記のような形で現実に生きて、その結果自分のパーソナルヒス トリー



































































自らのカへの渇望の結果妹 を死に至らしめた事 を十分に取 り込んだ形で自己形
成を始めたように。さらに言えばス トックスレイジャーStockslagerが指摘する
ように、スネイプはヴォルデモー トがひた隠しにしようとした事実についても














両方の血を引 く者を差別 し排除 しようとする彼の政策において最 もあか らさま
な形で露呈する。彼がその目標である人間の血を分かち持つ存在を排除するこ






































撃者の口を塞いだと確信 して、彼は小舟 という脱出の唯一の方法 と信 じた方法
で小島より帰還する。その後起こったことを、ヴォルデモー トは予期も出来ず、
恐 らく最終的に知ることも出来なかったはずである。クリーチャーは偉大な魔
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イブの懇 願 を無視 して ヴォルデモー トがハ リーの母 を殺 した時、 ヴォルデモー
トに とってハ リーの母 は他 の女で置 き換 え可 能な存 在で しか なか った。自分が
個 別の存 在に愛着 を抱け ないため に、か けが えのない存在 というこ との持つ意
味が十分 に理解 で きなか ったの だ と推測 で きる。偉大 な過去の伝 説 を生 きよう
とする彼に とって、 日常生活 とい う豊か な意味 を生 み出 しうる現実 とのつ なが
りか ら生 じた関係 は、無意味 な もので しかなか った。すべての ものが彼 の半 ば
機械化 した 目には交換 可能 な部 品に見 えたのであ る。それ故、あ る存在が他 の
存在 にとって他の もので は置 き換 えの不可 能な特別 な存在 であ り得 る とい うこ
とが理解不可 能 となる。親密性へ の盲 目が二人の決定的離反者 を生 み出す に至
る。
この よ うに見 て くる と、『ハ リー ・ポ ッター』とい う物語 は、全体 として ヴォ
ルデモ ー トに欠 けている信頼 とい う力の持つ重要性 を語 ろうとしてい るのだ と
考 える ことが出来 る。その意味 でヴ ォルデモー トの ダブル と言 えるハ リーの運
命 は、 ヴ ォルデモー トには抱 くことの 出来 ない信頼 とい う徳の持つ肯定的 な側
面 を描 いてい る と見 るこ とが出来 る。実際彼の有す る信頼 の力 の究極 の勝利 を
描 くのは、物語 の最後 のハ リー 自身の行為 である。友人達 の命 を脅かす ヴォル
デモー トの嘲弄 に促 され るように、ハ リーは自 らの死 によって他者 の命 を救 お
うと単身宿敵 の前 に姿 を現す。そ して無防備 に敵 の死 の攻撃 に身 をさ らす のだ
が、その際ハ リー はダンブル ドアを通 して与 え られた知識 に基づ いて 自らの死
を意識 し、 ある意味 自ら死 を選 び取 ってい る状 態 にあ った。ダンブル ドアはハ
リーがその役 目か ら逃 げない事 を知 っていた。("Dumbledqreknew,asVoldemort
knew,thatHarrywouldnotletanyoneelsedieforhimnowthathehaddiscoveredit
wasinhispowertostopit.")(DH555)深い信 頼に基づいて ダンブル ドアは苛酷
な事実 を明か し、ハ リー もまたそれ に応 える。自らが死なない限 りヴ ォルデモー
トに真 の死 が訪れ ない。深い信頼 に基 づ き自らの死 を覚悟 してハ リーは宿敵の
前 に姿 を現 した。死 を恐れ て魂 を分割 した ヴォルデモー トとは真逆 の行動が こ
こに描 かれ ている。
勿論 この場 面で現実に死に至 るの は、ハ リー 自身で はな くハ リーの内部 に保
存 されたヴ ォルデモー トの分身であ り、結果的 にはハ リーの ヴォルデモー トに














り重要な問題が存在 してお り、その意味でハ リーの死の選択の行為は、単純な
英雄的な死の恐怖の克服 というよりも、他者への信頼、この場合はダンブル ド
ァとスネイプに対 しての信頼を表現するものと見なすべきである。彼の行為は、










主題 となっている。そこではヴォルデモー トが自らの魂を保存した トム ・リ ド
ルの日記に対 し、誤った信頼を向けた、読み手 と同年代の無垢な人物が危機に
陥っている。ハリーの親友 ロンRonの妹ジニーGinnyは、家庭を離れた孤独故




を行 う。ハ リーの父母、そしてジニーは、ヴォルデモー トとは異な り比較的安
定した基本的信頼を獲得可能な環境で育てられた、その意味で読み手である多
くの少年少女 と近い立場にあると考えられる。信頼に関して彼 らが学ぶべ き最
大の点は、人は誰で も無条件に信用 して良いわけではないという大人ならよく




































れる。この経験 を通 してダンブル ドアは、一時彼が陥っていたようなヴォルデ
モー トを思わせる人間への復讐を含んだ力による支配への渇望に駆られた状態
か らも脱出する事が出来た。一方ハ リー自身の経験するダーズ リーDursley家
での養育環境は、その繰 り返される喜劇性を取 り去ってみれば、かなり悲惨な
















在であ り、その死の真相 を知 り、ある意味でその原因でもあった。父ジェイム
ズJamesが裏切 られて死んだの と同様、シリアスもまたペティグルーの裏切 り




期待されなが ら現実には不在 となる父親たちに代わって、実際にハ リーを見
守 り、ハ リーに教育を与え、ハ リーに関わろうとしていた存在がいたことが、
これも物語の終わ りに至ってあきらかにされる。物語の最終部分に至 るまで
ずっとハ リーが嫌い、ある意味で恐れていた人物である。これほどなが く秘匿












20『 ハ リー ・ポ ッター』 にお ける信頼






































参 考 文 献
Giddens,Anthony,M()dernityandSeij二ldentity!SelfandSocietyinthe.乙ateルfbdernAge.Stanford,
Califbrnia.StanfbrdUn玉versityPress,1991.
Hilton,Boyd。AMad,Bad,andDangerousPeoρle2'England1738-1846.ClarendonPress.Oxfbrd,
2006.
Stockslager,Tess.``WhatitmeanstobeaHalf-Blood;IntegrityversusFragmentationinBiracial
Identity"」.K.Rowling:Harりy1)otter.ed.byCynthiaJ.HallettandPgggyJ.Huey.NewYbrk
PalgraveMacmillan.2012.
■.
　
」
